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　　　l　今月の市税
　　サ　ロ　　　リ　　
　　　　レ固定資産税第一期分

イふ畿でに豫藩

熱織罐
ξ　i串請の手続きをとってくi

　　ださい。くわしくは税務i

　　課で。

　　　レ保険現第一期

　　　　　　　5月15日まで
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予
算
案
な
ど
2
3
議
案
を
上
程

全
議
案
と
も
原
案
通
り
通
過

昭
和
三
十
五
年
三
月
定
例
市
議
会
は
、

三
月
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
十

二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
は
、
昭
和
三
十
三
年
度
の
決

算
と
、
三
十
四
年
度
の
追
加
更
正
予

算
、
三
十
五
年
度
の
予
算
案
が
上
程
さ
．

れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
と
一
し
ょ
に
各
種
の
条
例

改
正
や
、
財
政
再
建
計
画
変
更
、
土
地

贈
与
な
ど
の
議
案
三
十
三
件
が
上
程
き

れ
ま
し
た
が
、
全
部
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
の
新
年
度
に
対
す
る
施
政

方
針
を
、
一
般
質
問
を
通
じ
て
眺
め
て

み
ま
し
よ
う
．
、

【
児
玉
議
員
】
農
山
漁
村
振
興
方
策
の

一
環
と
し
て
、
農
林
課
に
優
秀
な
技
術

員
を
増
員
す
る
計
画
は
な
い
か
。

【
藤
井
市
長
】
新
年
度
に
、
普
通
農
作

物
、
畜
産
関
係
の
技
術
員
を
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
治
田
議
員
】
¢
西
中
の
独
立
に
つ
い

て
②
都
市
計
画
区
域
の
拡
張
に
つ
い
て

⑨
財
光
寺
の
「
ダ
イ
ソ
ー
」
を
経
て
、

楠
郡
に
通
ず
る
巡
回
路
線
の
実
施
に
つ

い
て
④
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
⑤
奥
地

開
発
事
業
と
、
日
向
市
の
連
け
い
．
に
つ

姦
凶
西
中
に
つ
い
て
は
垣

在
、
分
校
か
独
立
か
の
立
面
が
出
品

る
の
で
馬
前
後
の
こ
と
を
検
討
唇
、
具

　
　
　
計
画
を
立
ず
隻
、
」
8
思
い
縛
す

難
雄
蕊
噴
騰
ま

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
書

こ
と
に
し
ま
す
。
ま
た
、
三
十
五
年
度

事
業
計
画
も
、
西
中
優
先
で
行
な
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
の
拡
張
も
ぜ
ひ
行
な
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
工
場
誘
致
の
問
題

と
に
ら
み
合
わ
せ
て
、
計
画
を
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
奥
地
開
発
事
業
も
同

様
で
す
。

町
村
合
併
は
、
出
来
ろ
だ
け
早
ノ
＼
そ

の
空
気
を
醸
成
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
関
係
町
村
と
も
、
日
向
市
の
財

政
事
情
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

再
建
団
体
を
早
く
切
り
抜
け
、
財
政
的

な
基
礎
を
確
立
し
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
黒
木
利
通
議
員
】
工
場
誘
致
問
題
に

は
市
民
は
全
く
の
つ
ん
ぼ
座
敷
に
置
か

れ
た
感
が
あ
る
が
。

ま
た
農
協
に
す
る
百
詫
十
万
円
の
利
子

補
給
は
中
以
下
の
農
家
の
役
に
は
立
た

ぬ
と
思
う
が
。

【
藤
井
市
長
】
工
場
誘
致
問
題
は
、

知
事
、
県
議
長
、
市
長
な
ど
、
目
標
を

し
ぼ
っ
て
真
剣
に
取
り
く
ん
で
お
り
ま

す
。
市
民
に
も
発
表
で
き
る
限
り
は
発

表
し
て
、
受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
の
ご

協
力
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

決
し
て
つ
ん
ぼ
座
敷
に
は
置
い
て
い
な

い
つ
も
り
で
す
。

ま
た
．
農
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
合
法

的
な
新
し
い
企
画
を
よ
く
研
究
し
、
そ

れ
が
有
益
な
も
の
で
あ
る
限
り
ど
し
ど

し
実
行
す
る
つ
も
り
で
す
。

【
成
含
進
議
員
】
富
高
駅
名
を
替
え
る

意
見
は
な
い
か
。
ま
た
、
貨
物
駅
の
場

所
を
新
に
作
る
考
え
は
な
い
か
。

【
藤
井
市
長
】
関
係
地
域
の
世
論
に
よ

っ
て
、
国
鉄
と
交
渉
し
駅
名
を
代
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
貨
物
駅
に
つ
い
て

は
、
伊
勢
ケ
浜
の
方
に
作
ろ
う
ど
い
う

意
見
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
れ
に
し
て

も
、
今
後
十
分
計
画
を
立
て
て
実
行
し

た
い
と
思
い
ま
す
．

【
渋
谷
議
員
】
（
一
夏
川
分
水
幹
線
水
路

の
根
本
的
な
補
修
に
つ
い
て

竃
旧
飛
行
場
跡
の
市
有
地
使
用
計
画
に

つ
い
て

⑤
赤
岩
川
準
用
河
川
編
入
に
よ
る
調
査

費
に
つ
い
て

【
藤
井
市
長
】
e
六
千
三
百
万
程
度
の

経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
益
面
穣

が
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
な
り
ま
す

か
ら
、
県
営
事
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の

場
合
、
国
が
五
割
、
県
が
二
、
五
割
、

市
が
二
、
五
割
負
担
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
水
は
人
間
の
生
命
に
関
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
急
い
で
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

②
将
来
の
大
都
市
に
は
や
は
り
飛
行
場

が
な
い
と
ダ
メ
だ
そ
う
で
す
が
ら
、
や

は
り
飛
行
場
と
し
て
活
用
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

③
赤
岩
川
は
地
元
の
川
で
す
か
ら
．
あ

る
程
度
の
用
意
は
地
元
で
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
よ
う
。
今
後
も
県

と
打
ち
合
わ
せ
の
上
で
、
追
加
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
こ
の
ほ
か
に
、
擬
木
利
「
議
員
が

市
長
の
施
策
と
予
算
と
の
関
連
牲
に
つ

い
て
、
安
田
議
員
が
土
木
費
削
減
の
理

由
、
谷
剛
比
負
が
道
路
改
修
工
事
施
行

．
市
役
所
の
人
事
行
政
．
黒
木
進
議
員

が
市
庁
舎
の
防
火
施
設
、
小
城
議
員
が

市
吏
員
の
給
料
に
つ
い
て
ほ
か
、
志
田

議
員
が
三
農
業
共
済
組
合
問
題
に
つ
い

て
、
三
樹
議
員
が
税
務
行
政
に
つ
い

て
、
林
議
員
が
市
長
の
任
期
中
に
於
け

る
年
次
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

∴鹸底歪…
　3月定例市議会壕提弛れた議案の主i
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《濃馨聯繋会計歳入歳出1

い　歳入歳出ともそれぞれ1，679，177円≡

　　を更正減額し、予算総額は歳入歳出≡
　　とも247，952，638円となりました。　妻

・燃1終向市一般会・漏出i

寸　予算総額は、228，359，900回目歳入i

、　面を見ますと、一番多いのが市税の≡
　　90，733，100こ口次いで地方交付税の5≡

　　1・000・◎00円、前屈支出金47，650，3CO…

　　円となっています。歳出面では、市役量

　　山神の49，478，800円を最高に、社会≡

　　及労働施設費35，396，100円。公債費≡

　　33，430，700。教育費32，178，900円。…

　　土木費31，527∫800円がその主なもの1

　　です。　　　　　　　ヒ　　　　≡
レ財政醜計酸更について　　1

　，再建団体最後の年度ですから、そのミ

　　意味でg変更でもあります。第六次1

　　の変更です．　　・　　　　　　　≡
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璽
　
、

湯瀞、濁聡手灘礁、

．
暉
置

．
鮎
返
事
は
近
日
窪
〉
．
鰍
、

ら
次
の
機
会
寧
ご
協
加
を
．

三
月
二
十
一
日
か
ら
、

二
十
六
日
ま
で
の
第
一

回
「
市
長
に
手
紙
を
出

す
週
間
」
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
、
二
十
通

あ
ま
り
の
熱
心
な
お
便

り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。市

長
も
、
一
通
一
通
て

い
ね
い
に
目
を
通
し
な

が
ら
、
す
こ
ぶ
る
感
激

し
て
お
り
ま
し
た
。

近
日
中
に
（
と
言
っ
て

も
、
何
分
多
忙
な
仕
事

を
持
っ
て
お
り
ま
す
の

で
…
）
み
な
さ
ん
の
わ

手
元
に
、
市
長
か
ら
の

返
事
が
届
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
近
く
第
二
回
、

第
三
回
の
「
、
市
長
に
手

紙
を
出
す
週
間
」
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

轄
舗
嚢
羅
臨
躇
隷

寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
は
、
一
々
検
討
い

た
し
ま
し
て
、
一
般
的
な
も
の
は
次
号

に
掲
載
し
た
い
．
と
思
い
ま
す
。

ゆ

藍
7
．

融
鰯
瑠
磯
膿

昭
和
三
十
五
年
度
、
上
半
期
分
の
令
書

は
、
各
区
の
区
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
を

通
じ
て
各
家
庭
に
お
く
ば
り
い
た
し
ま

し
た
が
、
令
書
を
受
け
と
「
．
．
－
：
．
：

ら
れ
て
、
税
額
に
不
審
の
．

方
も
お
い
で
の
こ
と
と
思
「

い
ま
す
の
で
、
上
半
期
分
「
　
　
，
、

照
黙
許
舗
禅
エ

保
険
税
は
、
市
民
税
・
、
固
定
資
産
税
が

確
定
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
年
税
額
は

確
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新
年
度
（
三

十
五
年
度
）
の
一
期
か
ら
五
期
ま
で
の

・
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

の
　
　
　
　
　
　
’
「

職
鶴
泊

F
平
岩
㌦
児
玉
輝
　
子

驚
欝
膵
鱗
撃

っ
て
魁
蕪
を
軽
く
し
な
け
れ
蹴
簿
飛
雪
ま
れ
り
。
と
思
い
ま
玄

　
　
　
　
ぐ
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．
響

鼻
な
い
引
回
と
思
い
ま
雪
こ

れ
に
ま
男
性
の
協
力
と
婦
人
の
自
覚
が

伴
な
わ
な
け
れ
ば
実
現
さ
れ
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
農
休
日
を
利
用
し
て

生
活
向
上
へ
の
話
し
合
い
の
場
を
作

り
、
楽
し
く
話
し
合
い
、
硬
蝕
し
合
う

ワ
　こ

と
に
よ
っ
て
生
活
改
善
の
い
と
ぐ
ち

．
が
見
出
さ
れ
、
豊
か
な
明
る
い
農
家
生

上
半
期
分
の
税
額
は
、
前
年
度
（
三
十
四

年
度
）
の
税
額
を
も
と
に
し
て
仮
賦
課

し
て
あ
り
ま
す
。
上
半
期
分
の
税
額
は

昭
和
三
十
四
年
度
の
年
税
額
（
上
半
期

と
下
半
期
分
の
合
算
額
）
を
納
期
の
十

で
判
っ
た
額
（
例
え
ば
一
期
か
ら
五
期

保
険
税
上
半
期
分
は

品
種
の
選
定
は
慎
重
に

　
　
　
轟
カ
ン
シ
ョ
の
作
り
方
ほ

当
市
の
カ
ン
シ
ョ
の
作
付
面
積
は
、
年

々
増
反
の
方
同
に
む
か
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
と
し
の
カ
ン
シ
ョ
栽
培
に
は
次

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

一
、
品
種
は
、
用
途
目
的
に
よ
っ
て
選

ぶ
こ
と
。

野
蓄
日
用
・
こ
し
て
の
日
†
揮
「
・
ン
シ
ヨ
は
、

「，

ｱ
と
ぶ
き
．
」
3
デ
ン
フ
ン
用
と
し
て

は
農
林
二
号
、
三
弓
、
ツ
ル
ナ
シ
デ
ン

ジ
、
ベ
ニ
ヤ
ガ
ン
。
家
畜
の
舅
必
用
と

上
半
期
の
一
期
分
の
税
額
に
な
る
わ
け

で
す
。

そ
し
て
、
税
額
が
確
定
し
て
昨
年
の
税

額
を
上
廻
る
と
、
、
・
は
、
下
半
期
分
の
税

額
が
高
く
な
り
、
逆
に
昨
年
の
税
額
を

下
廻
る
と
き
は
下
半
期
分
の
税
額
が
や

ご
う
し
て
賦
課
さ
れ
ま
す

ま
で
の
上
半
期
の
税
額
が
三
百
円
、
六

期
か
ら
十
期
ま
で
の
下
半
期
分
が
百
五

十
円
の
場
合
は
そ
の
合
計
二
千
二
百
五

十
円
を
十
で
割
っ
た
ゴ
百
二
十
円
）
が

蓄
奴
臆
鷲
、

…
雛
灘

　
は
考
え
ら
れ
て

な
く
て
も
、
確
定
賦
課
の
と
き
調
整
さ

れ
ま
す
。
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
令

書
の
ウ
ラ
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら

C
ら
ん
く
だ
さ
い
。
」

し
て
は
農
林
九
号
、
イ
バ
ラ
ギ
一
号
を

栽
培
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
シ
ョ
も
品
種
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
牲
質
が
ち
が
い
ま
す
の
で
、
今
後
品

種
を
選
ば
れ
る
と
ぎ
は
、
自
家
用
か
、

販
売
用
か
、
加
工
用
か
、
飼
料
用
か
、

阜
植
か
、
お
そ
植
か
か
、
ど
考
え
合
わ

せ
、
ま
た
病
気
に
対
す
る
抵
抗
性
な
ど

も
考
え
て
品
種
を
え
ら
ん
で
く
だ
さ
い

カ
ン
シ
ョ
は
苗
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
で

㍉
、
∴
繭
が
聾
・
・
ま
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す

か
ら
、
苗
つ
く
り
に
も
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

種
イ
モ
は
、
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い

ま
ノ
の
を
、
十
ア
ー
ル
（
一
反
）
当
り
、

白
二
十
キ
コ
（
三
二
貫
）
以
上
ふ
せ
こ

ん
で
く
だ
き
い
。
一
個
の
種
イ
モ
の
大

き
さ
は
一
、
八
キ
ロ
（
五
∩
）
匁
）
ぐ
ら

い
が
適
当
で
、
三
、
三
平
方
メ
ー
ト
ル

（一

ﾘ
）
に
六
（
L
個
（
九
寸
×
六
寸
）

ぐ
ら
い
ふ
せ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
ゾ
　
　
へ
　
レ

ム
・
移
．
鼻
“
勤

マ
へ

▽
退
職
M
・
国
隣
環
、
河
野
勝
、
佐
藤
守

人
▽
新
採
用
莫
岡
村
望
（
社
教
主
事
）

▽
移
動
－
福
祉
主
事
（
雇
員
）
黒
木
和

政
、
市
民
課
（
総
務
課
）
石
川
敦
也

か
つ
こ
内
は
旧
任
。

嵩Fへ

＼」墾

『
つ
つ
じ
祭
り
』

が
十
六
日
か
ら
始

ま
る
。
市
内
の
祭

り
と
し
て
は
、
こ

れ
が
ハ
シ
リ
で
あ

る
春
を
迎
え
た
喜

び
と
と
も
に
花
を
中
心
と
し
た
祭
り
は

、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
よ
い
も
の
だ
。

▼
本
来
の
祭
り
は
、
日
本
で
は
神
社
に

つ
な
が
る
宗
教
的
な
意
味
で
行
わ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
こ
れ

も
段
々
と
宗
教
的
な
意
味
は
薄
れ
て
、

．
観
光
的
な
意
味
を
深
め
て
き
て
い
る
の

は
、
こ
の
祭
り
が
民
衆
自
体
の
も
の
と

な
っ
て
き
て
、
近
代
社
会
に
お
け
る
人

間
生
活
の
欠
乏
感
を
こ
れ
で
満
た
し
て

い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
▼
そ
の
意
味
か

ら
考
え
れ
ば
、
花
の
祭
り
は
宗
教
的
な

結
び
つ
き
の
な
い
純
然
た
る
観
光
的
な

も
の
で
あ
り
、
民
衆
自
体
が
自
分
た
ち

の
気
持
を
情
熱
を
遠
慮
な
く
発
散
き
せ

る
行
事
で
あ
っ
て
、
神
社
や
政
治
と
何

の
つ
な
が
り
な
く
、
端
的
に
言
う
と
全

く
気
楽
な
祭
り
と
い
え
よ
う
▼
気
楽
と

は
言
う
も
の
の
、
や
は
り
観
光
も
近
代

で
は
行
政
に
関
係
が
あ
り
、
商
工
振
興

に
は
関
係
が
深
く
、
放
置
し
て
民
衆
自

体
で
や
る
も
の
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。
今
後
つ
つ
じ
の
種
類
や
数
を
増
や

し
て
「
ま
つ
り
」
が
衰
微
し
な
い
よ
う

市
民
と
し
て
考
え
た
い
も
の
で
あ
る

▼
同
時
に
美
し
く
咲
い
た
『
つ
つ
じ
の

花
』
を
中
心
と
し
て
楽
し
む
ま
つ
り
だ

か
ら
、
入
の
気
持
も
、
花
の
咲
く
環
境

も
美
し
く
保
ち
た
い
も
の
で
、
意
味
な

く
ケ
ン
カ
を
し
た
り
、
環
境
を
汚
し
た

り
す
る
行
為
は
断
然
や
め
た
い
も
の
で

あ
る
▼
物
売
る
商
人
も
、
こ
の
際
と
ば

か
り
儲
け
の
ソ
ロ
パ
ン
は
じ
き
の
み
考

え
ず
、
良
い
も
の
を
な
る
べ
く
サ
ー
ビ

ス
し
て
売
り
、
楽
し
み
に
集
ま
る
人
々

に
喜
ん
で
貰
う
と
い
う
気
持
を
持
っ
て

貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
、

■
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垣
例
の
ア
ヤ
ベ
つ
つ
じ
ま

．
つ
り
は
、
ム
「
年
も
1
6
日
に

ふ
た
開
け
、
2
4
日
ま
で
の

9
日
閻
、
盛
大
に
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
つ
じ
ま
つ
り
の
主
な
日

程
と
催
し
も
の
は
次
の
通

．
り
で
す
。

　
【
1
6
日
】
ア
マ
チ
ュ
ア
写

真
撮
影
大
会
、
日
本
舞
踊

大
会
（
藤
間
流
）
、
演
芸

大
会

　
【
1
7
日
】
弓
道
大
会
、
柔

道
大
会
、
駅
伝
大
会
（
ア

ヤ
ペ
ー
美
々
津
）

三
人
勝
抜
き
歌
合
戦
、
た

ば
こ
の
み
分
け
競
争
、
日

本
舞
踊
大
会
（
阪
東
流
）

　
【
2
3
日
】
バ
レ
ー
公
演
会

臼
聖
日
】
空
手
模
範
試
合

．
素
人
の
ど
自
慢
大
会

　
　
優
良
従
業
員
蓑
彰

隔
壁
三
十
四
年
礎
の
市
内
中
小
・
箕
芙
擾

良
従
業
員
の
表
彰
式
は
、
九
日
午
後
一

時
か
ら
、
市
講
堂
で
行
な
わ
れ
、
二
十

五
名
の
優
良
従
美
員
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
一
、

表
彰
き
れ
た
方
は
次
の
三
お
り
で
す
．

カ
ッ
コ
内
は
勤
務
先

原
田
美
行
（
黒
木
印
刷
所
）
、
吉
岡
良

一
（
藤
屋
印
刷
所
）
、
黒
田
英
美
子
（
西

岡
商
店
）
、
児
玉
正
一
（
彩
電
社
）
、

一
政
三
男
（
日
向
運
・
り
）
　
一
政
弥
一

（
八
興
商
事
K
K
）
、
今
村
幸
一
（
三

輪
商
事
運
送
K
K
）
、
岩
崎
繁
市
（
ミ

ツ
ワ
工
業
所
）
、
治
田
求
（
重
黒
木
自

動
車
修
理
工
場
）
、
小
川
裕
久
（
た
つ

み
や
菓
子
店
）
、
細
山
田
一
秋
（
岡
本

写
真
館
）
長
友
正
（
内
山
ゴ
ム
商
会
）

根
本
原
…
（
治
田
実
西
商
店
）
、
寺
原
文

質
（
K
K
江
川
商
店
）
、
安
藤
武
志
（
K

K
江
川
石
油
店
）
、
松
木
市
子
（
梅
屋

遊
技
場
）
、
金
屋
咲
子
（
富
高
薬
局
、
）

春
は
光
り
の
お
び
た
だ
し
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
そ
の
光
り
を
、
胸
一
杯
に
受

け
と
め
よ
う
と
し
て
、
野
に
山
に
海

に
、
た
く
さ
ん
の
人
出
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
家
庭

が
留
守
勝

ら
に
な
り

ま
す
か
ら

空
巣
．
ね

ら
い
の
活

躍
が
増
え

る
乙
と
で

し
ょ
う
。

押
し
売
り

　＝　二＝

春の防犯運動

連
絡
を
十
分
お
願
い
し
ま
す
。

の
な
い
明
る
い
春
を

．
つ
。

　
　
　
　
　
　
（
日
向
市
防
犯
組
合
）

　
　
　
　
へ

　
や
、
暴
力

　
犯
罪
な
ど

　
も
て
れ
か

　
ら
が
シ
ー

　
ズ
ン
で
す

　
い
つ
も
の

　
こ
と
で
す

　
が
、
戸
締

一
り
や
、
隣

［
近
所
と
の

　
　
　
犯
罪

過
し
ま
し
よ

て
う
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い

各
地
区
の
市
政
懇
談
会

昨
年
以
来
、
各
地
区
で
市
政
懇
談
会
を

開
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
便
宜
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
さ
ら
に
、
市
政
の
あ
り
方
を
直

■
接
皆
さ
ん
が
た
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
市
長
と
皆
さ
ん
の
市
政
に
つ
い

て
の
結
び
つ
き
を
一
そ
う
密
接
に
す
る

た
め
、
新
た
な
角
度
か
ら
市
政
懇
談
会

を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
一
度
も
市
政
懇
談
会
を
開
い
て
い

な
い
地
区
で
、
開
催
ご
希
望
の
地
区
は

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
希
望
日
時
場
所

　
申
込
み
が
二
地
区
以
上
重
な
つ
た
場

　
合
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▽
出
席
希
望
の
関
係
課
長
名

　
会
を
進
行
さ
せ
る
都
合
上
、
な
る
べ

　
く
五
重
以
内
に
絞
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
特
に
聞
き
た
い
問
題

　
資
料
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

　
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
場
所

　
市
民
課
広
報
係
へ
、
文
書
又
は
口
頭

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
は
地
区
の
方
の
司
会
で
進
め
て
く
だ

さ
い
。
順
序
（
例
）
市
長
、
議
長
、
地

元
出
身
議
員
挨
拶
。
各
課
長
よ
り
各
々

十
分
間
ぐ
ら
い
．
の
話
、
質
疑
応
答
。

会
は
な
る
べ
く
三
時
間
程
度
と
し
、
集

合
時
間
は
厳
守
し
て
く
だ
き
い
。

児
玉
癌
喜
子
（
同
）
、
爾
後
恵
美
子
（
西

出
食
料
品
店
）
、
山
本
和
一
（
平
竣
靴

店
）
、
古
賀
義
夫
（
平
城
洋
服
店
）
、

落
合
順
市
（
ま
る
こ
理
容
所
）
柏
田
富

美
子
（
漂
星
旅
館
）
、
黒
木
夏
江
（
ぽ

て
や
旅
館
）
、
三
沢
志
信
（
尾
崎
屋
旅

館
）片

田
比
佐
吉
氏

市
会
議
員
と
し
て
、
市
の
た
め
に
元
気

で
働
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
月
十

四
日
、
細
島
の
自
宅
で
突
然
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
車
年
五
十
七
才

（
略
歴
）

片
田
鉄
工
所
社
長
、
市
会
議
員
二
期

土
木
、
文
教
、
建
設
の
各
委
員
を
歴
任
．

懲
罰
委
員
長
も
さ
れ
ま
し
た
。

磐
石

④

　
　
　
．
伊
勢
第
三
納
税
組
合

組
合
長
神
崎
利
助
さ
ん
、
組
合
員
は

十
五
人
で
、
賦
課
額
は
市
民
税
六
千

五
百
十
円
、
固
定
資
産
税
八
千
二
百

威
塩

灘

’

に
日
掛
け
箱
を
持
ち
廻
っ
て
集
金
し

、
月
末
に
払
い
込
み
ま
す
。
　
「
こ
こ

ず
っ
と
百
パ
ー
セ
ン
ト
完
納
で
、
何

回
か
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。
の
ち
に

は
組
合
員
の
慰
安
会
な
ど
も
考
え
て

い
る
ん
で
す
が
…
」
と
組
合
長
の
神

崎
さ
ん
は
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
写
真
は
神
崎
利
助
さ
ん
）

九
十
円
、

保
険
税
噌

万
四
千
二

百
円
、
集

金
方
法
は

毎
日
順
番

自
衛
官
募
集

昭
和
三
十
五
年
度
第
一
次
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
人
員
は
、
二
等
陸
士
四
千
名
、
海

士
二
百
名
、
空
士
五
百
名
で
す
，
受
付

期
闘
が
今
月
の
十
五
日
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
希
望
の
方
は
早
目
に
市
役

所
総
務
課
ま
で
お
い
で
く
だ
き
い
．
．

志
願
票
な
ど
は
総
務
課
の
方
に
と
り
そ

ろ
え
て
あ
り
ま
す
。

「
私
の
圭
張
」
募
集

市
政
に
関
す
る
こ
と
で
も
、
市
政
の
問

題
以
外
の
こ
と
で
も
、
何
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
く
だ
き
い
。

▽
応
募
要
領

　
原
　
稿
…
二
百
字
以
内

　
送
り
先
…
市
役
所
内
　
広
報
係
気
付

　
　
　
　
　
「
私
の
主
張
」
募
集
係

　
締
め
切
…
毎
月
月
末

　
　
6

亀
崎
東
．
南
、

畑
浦
区
（
二
十
五
日
）

七
日
）
本
谷
、

（
二
十
九
日
）
平
岩
本
村
（
四
月
二
日
）

細
島
全
区
合
同
（
三
日
）
亀
崎
北
区

五
日
）

▽
平
岩
本
村
公
民
館
で
は
、
文
化
部
の

活
動
と
し
て
「
み
ん
な
の
た
め
に
」
と

題
し
た
ガ
リ
版
ず
り
の
冊
子
を
創
刊
し

ま
し
た
。
公
民
館
の
建
物
も
昨
年
の
秋

新
築
し
た
も
の
で
明
る
い
し
、
役
員
が

一
致
協
力
し
て
公
民
館
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
ハ
リ
キ
ツ
て
い
ま
す
。

謹差

▽
春
は
敬
老
会
シ
ー
ズ
ン

皮
切
り
は
奥
野
区
（
三
月

二
十
日
）
で
し
た
が
、
次

の
各
区
で
そ
れ
ぞ
れ
敬
老

会
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
区
合
同
（
二
十
二
日
）

　
　
　
　
永
田
区
（
二
十

　
西
川
内
、
曾
根
、
中
村

，
幽
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多
く
な
る
中
学
生

～
教
室
不
足
が
悩
み
の
タ
ネ
～

こ
と
し
、
市
内
小
中
学
校
に
入
学
す
る

よ
い
子
た
ろ
の
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
旨
し
ま
す
。

▽
小
学
校
－
－
・
男
五
〇
二
、
女
五
一
七

　
　
　
　
　
計
一
、
〇
一
九

　
　
（
内
わ
け
）
富
小
二
六
七
、
日
小
一

　
八
○
、
財
小
一
四
三
、
細
小
一
五
〇

　
塩
小
八
○
、
平
小
（
含
分
校
）
八
四

　
幸
小
三
六
、
雨
冷
（
含
分
校
）
七
九

▽
中
学
校
一
男
六
一
五
、
二
六
二
一

　
　
　
　
　
計
一
、
二
八
六

　
　
（
内
わ
け
）
富
中
田
三
三
、
岩
中
一

　
　
一
二
、
美
中
一
九
一

面
白
い
の
は
、
中
学
校
の
入
学
生
が
、

昨
年
度
よ
り
二
百
五
十
人
も
増
え
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
全
国
的
に
見
ら

れ
る
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、

文
部
省
が
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す

と
、
今
年
の
中
学
入
学
生
は
、
昨
年
度

に
く
ら
べ
て
．
約
五
十
五
万
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
．
終
戦
直
後
（
大
体
昭
和
二
十
・

二
年
～
二
十
五
年
）
に
お
け
る
、
赤
ち

ゃ
ん
ブ
ー
ム
の
影
響
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
統
計
か
ら
見
ま
す
と
、
更

来
年
ま
で
中
学
生
が
増
え
て
、
更
来
年

が
最
高
と
な
る
こ
と
が
予
想
き
れ
ま
す

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
中
学
校
で
は
教

r
室
数
が
ま
す
ま
す
足
り
な
く
な
り
そ
う

で
す
，
市
で
も
政
府
で
も
、
そ
の
教
室

不
足
に
す
っ
か
り
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま

す
。

る
労
働
者
数
を
四
月
三
十
日
ま
で
に
労

働
基
準
監
督
署
ま
で
報
告
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
所
は
早
目

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
用
紙
は
延
岡
労
働
基
準
監
督
署
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
請
求
し
て

く
だ
さ
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。

入
居
者
き
ま
る

財
光
寺
木
原
に
建
設
中
で
あ
っ
た
市
営

住
宅
、
木
造
建
第
一
種
（
三
四
、
七
平

方
メ
ー
ト
ル
）
十
戸
、
プ
ロ
ツ
ク
建
第

二
種
（
二
八
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
十

二
戸
が
竣
工
し
ま
し
た
。
市
役
所
で
選

考
の
結
果
、
六
十
名
の
申
込
者
の
中
か

ら
次
の
方
が
入
居
者
に
き
ま
り
ま
し
た

▽
第
一
種
住
宅
　
中
山
鷲
太
郎
、
河
野

佐
平
、
木
浦
巖
、
田
中
通
剛
、
木
村
淳

…
圭
㌔

噸
郎
、
柴
田
利
秋
、
松
葉
正
志
、
平
川

功
、
黒
田
夏
男
、
金
崎
進

▽
第
二
■
住
宅
　
．
前
田
克
行
、
工
藤

正
、
後
藤
治
夫
、
田
島
宅
、
河
野
安
雄

龍
岡
資
治
、
庄
尾
義
雄
、
新
名
正
男
、

菊
田
恵
、
黒
木
秋
義
、
井
淵
次
男
、
浜

．
脇
享

家
賃
は
第
一
種
一
、
九
〇
〇
円
、
第
二

種
一
、
六
〇
〇
円
の
予
定
で
す
。

カ
・
ハ
エ
を
な
く
そ
う

四
月
一
ぱ
い
は
、
全
国
的
に
カ
や
ハ
エ

な
ど
の
撲
め
つ
運
動
が
行
な
わ
れ
る
月

で
す
。

市
衛
生
課
で
も
、
四
月
を
環
境
衛
生
運

動
月
間
と
し
て
、
春
の
一
せ
い
大
掃
除

を
し
て
頂
く
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
病
原
菌
の
散
布

者
で
あ
る
カ
や
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の

徹
底
的
な
撲
滅
運
動
に
の
り
出
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
伝
染
病
の
な
い
明

る
い
夏
を
迎
え
る
た
め
、
μ
．
一
ひ
こ
の
運

動
に
協
力
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

宅

★
郵
便
の

わ
が
国
に
．

が
で
き
た
の
は
明
治
四
年
の
四
月
二
十

日
で
す
。

当
時
は
、
郵
便
料
金
は
距
離
に
よ
っ
て

違
っ
て
お
り
、
現
在
の
よ
う
に
、
全
国

ど
こ
で
も
同
じ
料
金
で
と
ど
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
明
治
十
六
年
の
こ
と
だ
そ

　
　
は
じ
め
★

現
在
の
よ
う
な
郵
便
制
度

鰯　

枢
ﾞ

す
る
た

め
、
イ
ギ

リ
ス
に
渡

っ
た
前
島

密
が
郵
便

制
度
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
の
郵
便
制
度
が
始
ま
っ
た
の
も
四
月

な
ら
、
こ
の
郵
便
制
度
を
日
本
に
持
っ

て
帰
っ
て
創
始
し
た
前
島
密
が
死
ん
だ

の
も
明
治
四
年
の
四
月
二
十
七
日
で
す

か
ら
、
郵
便
は
よ
く
よ
く
四
月
に
縁
の

あ
る
も
の
で
す
ね
。
．

（
郵
便
記
念
日
醤
逓
信
記
念
日
巨
は
二

十
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
一
週
間
が
郵
便

週
間
で
い
ろ
ん
な
行
事
が
あ
り
ま
す
）

　　うれしいお別れ会　国鳥季節保育所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ昨年のH月、秋の季節保育所として開設され、こん
　　　　　　　　　　　　　　ササ　　ロ　しいロ一つにちまで引き続き開かれていろ、細島保育所のお別

れ会は、去る24日行なわれました。この日、よい子

たちの行なった遊戯は、小中学校のお兄さんや、お

嫡きんにまけないほどじょうずでした。

9
霊
1
毛
亀

　
労
働
者
数
を
お
知

　
ら
せ
く
だ
さ
い

労
働
基
準
法
に
よ
っ
て
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
’
．
・
労
働
者
を
一
入
で
も
使
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
そ
の
使
用
し
て
い

　　大きな夢を抱いて
ことしの春、中学校を卒業して将来に大きな夢を抱

き実社会に巣立って行った、藩中生徒（250名）の

壮行会は、去る十五日、伊勢ケ浜公園の大御神社で

行なわれました。

（10 16）間翁人婦
の
参
政
を
認
め
て
お
り
、

様
に
満
二
十
才
以
上
の
も
の
は
選
挙
権

を
、
二
十
五
才
も
し
く
は
三
十
才
以
上

に
な
る
と
被
選
挙
権
を
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

労
働
基
準
法
は
男
女
の
同
一
賃
金
の
原

則
を
確
立
し
、
使
用
者
は
労
働
者
が
女

で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
賃
金
に

つ
い
て
男
と
差
別
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

教
育
基
本
法
に
は
、
み
ん
な
等
し
く
教

育
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
す
べ
て
の
国
民
は
、
男
女
の
差
別

な
く
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
教
育
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
こ
ζ
を
強
調
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
、
男
女
に

よ
っ
て
、
教
育
上
の
差
別
を
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
．
す
べ
て
の
法
令
に
お
い

て
、
女
子
は
、
家
庭
の
内
外
に
わ
い
て

も
、
公
私
の
社
会
生
活
に
お
い
て
も
、

男
子
と
同
じ
権
利
を
も
つ
て
い
る
の
で

す
。
し
か
し
．
女
子
の
実
生
活
上
の
地

位
を
実
現
き
せ
、
向
上
き
せ
る
た
め
に

は
女
子
は
よ
く
法
律
上
の
男
女
の
平
等

を
認
識
し
、
常
に
独
立
し
た
尋
人
と
し

ず
」
の
自
d
一
心
♪
甲
層
と
へ
わ
へ
づ
い
、
」
よ
・
り
｝
一
・
心
日
つ
μ
唾
り

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0
法
的
に
見
た

　
　
　
　
男
女
同
権

日
本
の
憲
法
で
は
「
男
と
女

は
平
等
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら

が
上
ど
ち
ら
が
下
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
す
べ
て
の
法
の

も
と
で
平
等
で
あ
る
」
こ
と

が
規
定
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
憲
法
は
、
女
も
男

と
同
じ
よ
う
に
権
利
を
持
っ

て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
男
女

同
権
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
新
し
い
こ
の
憲
法

の
も
と
で
は
選
挙
法
も
婦
人

　
　
　
　
　
　
女
も
男
と
同

噛
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